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マ
「
広
域
行
政
」
っ
て
何
?

あ
な
た
は
「
広
域
行
政
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

.

最
近
、
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
が
、
具
体
的
に
は
、

あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

…

カ

「
広
域
行
政
」
と
は
、

一
つ
の
市
町
村
の
枠

い

を
超
え
て
、
一
体
化
し
た
地
域
に
、
「
豊
か
な
暮

…

ら
し
」
を
求
め
て
レ
ベ
ル
の
高
い
ふ
る
さ
と
づ

…

く
り
事
業
を
行
う
行
政
の
・
}
と
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
住
む
上
岡
市
や
小
県
郡
の
七

日

町
村
は
、
古
く
か
ら
要
衝
の
地
と
し
て
、
信
濃

…

の
国
府
や
国
分
寺
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
当
時

…

の
交
通
の
大
動
脈
だ
っ
た
東
山
道
も
開
設
さ
れ

…

て
い
ま
し
た
。
中
世
に
な
る
と
、
信
般
の
守
護

一

所
(
現
在
の
県
庁
)
が
置
か
れ
、
近
世
に
は
中
山

…

道
、
北
国
街
道
な
ど
重
要
な
交
通
路
が
結
ば
れ

…

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
上
小
地
方
は
、
政
治

・

経
済

・
文
化
の
中
心
地
域
と
し
て
、
歴
史
的
経

一

過
の
中
で
一
つ
の
生
活
閣
を
形
づ
く
り
、
発
展

…

し
て
き
ま
し
た
。

一

そ
し
て
、
上
小
地
域
が

「
広
域
行
政
閤
」
と
し

…

て
設
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
六
年
の
こ
と
。

そ
の
後
、
し
だ
い
に
役
割
を
増
し
、
今
年
で
、

満
二
十
歳
を
迎
え
ま
す
。

•• 

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
い
ま
、
広
域

…

行
政
圏
は
、
国
の
大
切
な
基
礎
的
自
治
体
組
織

…

と
し
て
、
地
方
分
権
策
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま

…

す
。-

ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に

「
広
域
行
政
」
と
改
め
て
考
え
な
く
て
も
、
わ

気
分
は
今
、

1I 

上
小
4

気
流
。

住
み
よ
い
圏
域
。
つ
く
り
目
指
し
て

東
部
町

丸子町

長門町



た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
の
寅
い
物
や
通
勤
、
そ

し
て
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
生
活
の
中
で
は
、
市
町

村
の
境
に
こ
だ
わ
ら
ず
行
動
し
て
い
ま
す
か
ら
、

「
広
域
」
と
い
う
も
の
を
自
然
な
形
で
実
行
し

て
い
る
わ
け
で
す
。

最
近
の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
閤
は
、
道
路
網

や
情
報
網
の
整
備
、
そ
し
て
産
業
や
文
化
施
設

の
充
実
に
よ
り
、
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
カ
バ
ー
す
る
行
政
も
、
当
然
、
住
民
の
暮

ら
し
の
高
度
化
に
伴
う
広
域
的
対
応
が
求
め
ら

れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
施
策
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
市
内
の
施
設
で
は
、
「
歴
史
の
散
歩

道
」
と
し
て
市
役
所
前
の
歩
道
整
備
や
ポ
ケ
ツ

ッ
ト
パ

ー
ク
、
現
在
塩
尻
地
籍
で
建
設
が
進
ん

で
い
る
「
ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ

ー
ク
」

(
室
内
プ
ー
ル
)
な
ど
。
こ
れ
は
、

広
域
的
事

業
の
、
「
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
の
一
つ

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
県
郡
で
も
、
「
と
も
し
び
博
物
館
」

(
武
石
村
)、
「東
部
町
文
化
会
館
」
、
「
真
田
氏

館
跡
整
備
」

(真
田
町
)
な
ど
が
閉
じ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
な
か
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
広
域
行
政
を
総
合
的
な
面
か
ら

具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
行
政
機
関
と
し
て

設
立
さ
れ
た
の
が
、
「
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
」
で
、
昭
和
四
十
六
年
九
月
に
一
市
四
町

三
村
か
ら
な
る
一
部
事
務
組
合
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

-
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
と
は

こ
の
よ
う
に
広
域
行
政
機
構
と
し
て
設
立
さ

れ
た
組
合
は
、
上
小
地
域
に
共
通
す
る
事
業
と

.‘・1

.‘
 、、

、、、
、、、

.. ‘、

上小地域広域行政置

イラストマップ

青
木
村

…
し
て
「
広
域
行
政
閤
計
画
の
策
定
L

、
「
消
防
の

…

…
広
域
常
備
化
」
、

「
上
回
創
造
館
の
建
設
」
な
ど

…

・

エ

コ

ロ

ピ

ア

の

皇

め

ざ

す

…
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新
た
に
、

「ふ

い
I
l
l
i
-
-ー
l
i
l
i
--
I
l
l
i
-
-

…
る
さ
と
市
町
村
閤
」
の
選
定
を
受
け
る
こ
と
に

…

今
年
の
四
月
一
臼
か
ら
「
上
小
地
域
広
域
行

…

…
な
り
ま
し
た
。

…
政
事
務
組
合
」
は
、

「上
田
地
域
保
健
環
境
施
設

一

国
で
進
め
た
「
ふ
る
さ
と
事
業
」
は
、

H

多
極

…
組
合
」
と
「
上
小
老
人
福
祉
施
設
組
合
」
の
二

…

…
分
散
型
国
土
の
形
成
の
促
進
¥
創
造
性
と
多
様

…
組
合
を
統
合
し
、
名
称
も
「
上
田
地
域
広
域
行

い

い
性
に
富
ん
だ
豊
か
な
地
域
社
会
作
り
H

を
目
指
…
政
事
務
組
合
」
と
変
え
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

…
し
て
「
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
」
を
始
め
、
ぃ

…
を
切
り
ま
し
た
。

…

…
ろ
い
ろ
な
事
業
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
…
新
組
合
は
、
従
来
か
ら
の
事
業
の
「
消
防
」
、

…

…
の
一
つ
が

「ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
」
の
選
定
で
す
。

…

「創
造
館
」
な
ど
に
、
「
し
尿
処
理
」
、
「伝
染
病
…

「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
」
は
、
全
国
の
広
域
行
…
舎
」、

「
じ
ん
か
い
焼
却
¥
「
斎
場
」、「
養
護
老
人

…

…
政
閤
か
ら
約
五
十
の
モ
デ
ル
閤
域
を
選
定
し
、

…
ホ
ー
ム
」
、
「
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
」
を
新
た
に

…

…
「十
億
円
」
の
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
…
加
え
、
年
間
予
算
三
十
四
億
三
千
万
円
、
職
員
…

…
そ
の
利
子
を
活
用
し
、
圏
域
の
一
体
的
振
興
の

…
数
約
二
百
七
十
人
の
大
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

…
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
(
イ
ベ
ン
ト
な
ど
)
を
行

一
広
域
行
政
は
、

今
後
も
、
市
町
村
の
自
主
性
と
…

…
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
上
小
地
域
は
、
平
成
…
特
徴
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
域
を
包
括
的
に
捉
え

…

…
元
年
度
に
第
一
次
の
選
定
(
全
国
で
二
十
三
闇
…
た
諸
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

…
域
)
を
受
け
ま
し
た
。

…
こ
の
地
域
の
自
然
、
風
土
を
生
か
し
た
人
間

…

一
性
回
復
の
地
、

「自
然
と
人
と
が
調
和
し
、
と
も

…

武石村

和田村

に
発
展
す
る
理
想
郷
」

1
エ
コ
ロ
ピ
ア
の
旦
ー

の
創
造
を
め
ざ
し
て
・・・
。
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1 んな事業・・・進めています。「
|上田地域広域行政事務組合 |

ヲ・
、-

日の 2回にわたり行う予定

で、すでに 『広報J で募集

を行いました。他の町村の

コースも 7月から10月にか

けて行われます.

上回・小県

ちびっこ科学教室

上回・小県ふるさ

と太鼓まつり-*

上小地域内にある太鼓グ

Jレープの合同r~(奏会を市町

村のイベントにf弁せて開き

ます。(今年の上回会場は 4

月27日の其閉まつりに、原

町で閥きました)

上田地域広威行政事務組

合では、今年も包援の張興

を図るだめ、さまざまな事

業を計画しています。

この事業は、 「ふるさと

市町村窃基金(10億円)Jの

利子を活用し、よ小地獄の

一体感を膨らませるもの。

今年度の主怠計画をお知ら

せしぎす。

上回・小県ふるさと

音楽祭.._* * 
ヒ小池械が一体となった

管楽祭を開きますの今年{立

~fD 回として、 6 月 2 日に

白川・|国際音楽村(丸子町)

で『信州、IJレネ yサンスふれ

あい'91Jと同時間1mしま し

た。

小中学生を対象に市町村

学校の授業 ・学年を越えた

科学教室を聞き、身近に科

学と親しむ場を作ります。

上回・小県

広域観光キャラパン

上回・小県親子ふ

れあい天体教室

夏休みに、上凶創造鉛の

プラネタリウム、ヲミ体望遠

鏡を使った親子の天体教室

を聞きます(16ページ参照)。

その他にも

圏域が一体となった観光

物産キャラパンを首都倒な

どで笑施し 、広士或観光の推

進と地域のPRを行います。

寝室

広域観光標示板の設置や

講演会、シンポジウム、地

域リーダー育成セミナーな

ど数多くの卒業を計画して

います。

上回・小県広域なん

でも情報紙の発行

題域内の各施設の紹介や

利用方法などを PRします

{全戸配布L

上回・小県このすばら

しいふるさとめぐり

各市町村の観光施設、資

料館などをパスで回り、身

近にありながら知られてい

ない場所を上小地域の共通

の財産として理解してもら

うためのツアーを行います。

上国市民を対象としたコ

ースは、 6月30日、 7月7

上田・小県

広域通信の発行

上小地域の皆さんに広域

行政の事業を紹介する「広

報」を発行します。

組合の運営費 2，627万円(0.8%)

病院君事鎗番制病院事業

2，288万円(0.7%)

消防

131意

7，838万円

(40.2%) 

労者福祉センタ-

660万円(0.2%)

(4) 

i多多多L移多L
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平成3年度

当初予算

34憶3，045万円

徳

寿

荘

陽

寿

荘

伝
染
病
番

大
星
斎
場

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

清

浄

薗

上
回
酌
労
者
福
祉
セ
シ
タ
|

上
回
創
造
館

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

上
田
中
央
消
防
署
|
東
北
分
署

上
回
南
部
消
防
署
|
川
西
分
署

丸
子
消
防
署

a
l
-
-長
門
会
署

l
l
l和
田
分
事
前

東

部

消

防

署

「
l
武
石
分
署

真
田
消
防
署



施設も “広域"が多いんです。

上聞広域泊防は、5消防署4消防

分弱 l分m所を配置しています。消

防車など27台、救急点 9台が備わり、

火災や災~:への対応や(~，H弱者を -~1J

でも早〈病院へ収谷できるよう万全

の体制を敷いています。

戦只174人が24時間交替ーてぺ引こ出

動体制lを鍛えています。

平成2年度の広域内の火災件数は

49件で疋年度より 22('牛減り、また救

急件数は3，913f牛で前年度とほぼ!司

数でした。

上小地域住民の文化創造 ・コミュ

ニケーション活動の中被ff(!i訟として

誕生した上回創造館。文化ホール ・

体育館 ・民俗資料館 ・プラネタリウ

ム ・パソコン教義 ・美術館 ・天体観

測主主など多くの施設があり 、幅広い

ミュージカル

レイパー・オブ・ラブ
;-￥rJh~-..; 
i _"，ふるさとキャラノじ

¥ による日米合f

7月27日(②¥と二こうと
午後6時30分

炉東部町文化会館

砂入場料 ￥2，000 
(前売り7月1日)

砂問い合わせ

上田地域広域行政事務組合事務局

(包⑫2130)・企画課(内線1223)

※ふるさと市町村闘基金(10億円)を利用

して計画したものです。

ニーズに応えられ、ニューメディア

に触れることのできる飯合総設です。

年間120万人を越える住民に利用さ

れています。

クリーンセンターは上田市とt.!:回

廊fの可燃ごみを処理しています。H百

初61年 3月に完成。処理能力は 1日

100トの炉 2 ~長を備え 、最大200 ' の

焼却が可能です。

公害の出ない設備を備え、 24f時間

運転しています。

£埼EE2写会，.J r.f) il 

清浄閣は、し尿収集業者が集めて

きた各家庭のし尿や浮P化相汚泥をき

れいな水に処理しています.処恩水

は千I悩川に放流。搬入されるし尿の

監は年間約11万人です。また、施設

から臭いなどが発生しないよう細心

の注意をし、運転しています。

阪グ

最新式の炉に再燃炉をWiえ、無煙、
無臭化しています。火葬という尊厳

の場所にふさわしいよ う配慮をして

います。

E霊盤冨J:arn)

伝染病の{云ぱを防ぐための地設

で、伝染病忠者が発生した場合、治

療を徹底するためにベッドを60床設

澄してあります。

E霊蓋(1L-+-OlJ) 

昭和56年 6月、上小地区1市 7町

村の組合立として開設された特別養

護老人ホーム。 ~'6 1峰、介獲を必要と
する老人 (寝たきり )を対象に、現

在70人が入所しています。

他に緊急な場合、1週間を単位に

tE宅老人をお踊りするショー ト・ス

ティの制度もあります。

最初は丸一子後議乏人ホームとして

昭和28年に協j設。現在は昭和53年に

大様地区に移転し、 76人が入所して

います。

※i也に「上回勤労者指祉センター」が

あります。

司匹 務 名 よ笛市 丸手町 長門町 東錦町 奥田町 武宕村 和田村 青木村 板減町

ふるさと市町村箇計画的策定 。。。。。。。。
広域行政恩師撮興霊傷 。。。。。。。。
事寮{ふる草と基金ソフト事鍵) 。。。。。。。。
広場消防 。。。。。。。。
よ回勤労者禍栓セン5'- 。。。。。。。。
上回創造舘 。。。。。。。。
病院群輪番制病院 。。。。。。。。
し尿処理(清浄筒) 。。。。。。。。
伝録病舎 。。。。。。。。。
山、い捌場(クトン)

センター
。 。

斎場(大星斎喝} 。 。。 。
.穫老人ホーム{f<t，略奪} 。。。。。。。
特別養護老人'"ーム{律婚荘} 。。。。。。。。

(5] 広謡うえだ3.7.1 P. 10， 11の「マイタウン提言J では「これからの広域行政に望むJ を掲載 しました。



1998年冬季オリンピ ック長野開催決定一一6日18目、

イギリスのパー ミンガムから帰国し た有村長11'1人塚田

長野市長らを、上1Il駅でも約400人の関係将らがプラ・ソ

トホームで出迎え、祝福しました。

上田駅前でも祝賀会が行われた

6月16目、市民体育館で。

可.. r・.. '・邑._，、..'・・♂・・晶、.円・・口・・日・‘n・J・且可・・，"'"‘刈・・..-，・・‘

松
尾
町
の
巻

(6) 7 

段丘が切り崩されてできた松尾町
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明
治
二
十
一
年

二

八
八
八

)
八
月
ト
五
日

直
江
津
線
長
野

l
上
回
聞
が
開
通
し
、
下
川
原

地
籍
に
上
田
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
上
回
駅
周
辺
は
千
曲
川
の
古
い

流
れ
の
跡
地
で
桑
畑
な
ど
が
あ
り
、
鷹
匠
町
の

あ
た
り
の
段
丘
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
十
数
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
低
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

下
川
原
に
駅
の
設
置
が
決
定
し
た
の
は
、
明

治
十
八
年
で
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
上
回
駅

へ
通
じ
る
松
尾
町
通
り
の
工
事
が
進
め
ら
れ
、

十
数
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
段
丘
が
切
り
崩
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
城
と
町
を
防
衛
し
て
き

た
地
形

(要
害
)
を
大
き
く
変
え
、
上
回
の
町

の
近
代
化
を
告
げ
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
鉄
道
開
通
と
と
も
に
誕
生
し

た
明
治
の
町
松
尾
町
は
、
上
回
の
近
代
史
に
極

め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
上
田

駅
刷
業
当
時
の
汽
車
は
、
上
り

・
下
り
と
も
わ

ず
か
に
三
本
で
し
た
が
、
乗
降
客
は
年
間
約
十

九
万
人
を
数
え
、
そ
の
人
々
の
通
行
な
ど
で
、



6月14目、塩田中央保育園でプー

ル開きが行われました。約70人の園

児が水をかけ合ったりして楽しんで

いました。

実演あ り
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雲
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6月6目、勤労者福祉センターで開かれた

家庭看護法講習会。
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松
尾
町
は
活
気
に
満
ち
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
三
)
の
『
上
回
唱

歌
』
に
は
「
汽
車
を
下
れ
ば
真
直
に
/
町
幅
広

き
松
尾
町
/
軒
を
な
ら
ぺ
し
商
庖
に
/
土
地
の

繁
華
ぞ
知
ら
れ
け
る
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
新
興
商
届
街
で
新
し
く
商
売
を
始
め
る

人
々
も
お
り
ま
し
た
。
牛
肉
庖
を
開
業
し
た
の

も
そ
の
一
人
で
、
先
祖
は
藩
主
松
平
氏
に
代
々

合、

仕
え
た
徒
士
格
の
武
士
で
し
た
。
牛
肉
等
の
販

売
の
ほ
か
に
、
牛
鍋
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
し
た
食

堂
部
も
設
け
て
客
を
呼
び
ま
し
た
。
ま
た
、
味

噌
・
醤
油
庖
、
建
築
請
負
材
木
商
、
金
物
・
自

転
車
商
、
果
物
・
松
茸
問
屋
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

商
宿
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

『
上
回
唱
歌
』
が
作
ら
れ
た
こ
ろ
、
島
崎
藤

村
は
屠
牛
場
見
学
の
た
め
上
回
を
訪
れ
ま
し
た

が
、
上
回
の
商
人
は
「
絶
え
ず
周
囲
に
心
を
配

っ
て
、
旧
い
城
下
町
の
繁
昌
を
維
持
し
な
け
れ

ば
成
ら
な
い
の
が
上
回
の
位
置
だ
」
と

『千
曲

川
の
ス
ケ
ッ
チ
』
に
書
い
て
お
り
ま
す
。
藤
村

は
上
田
駅
か
ら
松
尾
町
通
り
の
坂
を
上
り
な
が

ら
、
「
小
諸
ほ
ど
陰
気
で
重
々
し
く
な
い
」
上
田

を
眺
め
た
の
で
し
た
。
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「生き上手死に上手J遠藤周作

健
康
な
子
は

早
寝
、
早
起
き

う
ち
の
子
(
保
育
園

Q

児
)
は
、

寝
る
の
が
夜

十
時
過
ぎ
、

朝
は
八
時
近
く
ま

で
寝
て
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

一
日
を
ど
の
時
間
帯

に
ど
ん
な
活
動
を
す
る

か
な
ど
、
一
日

の
生
活
の
し
か

た
を

「
生
活
リ
ズ
ム
」
と
い
い

A 

ま
す
。
心
も
体
も
健
康
な
子
に

す
る
た
め
に
は
、
こ
の
生
活
リ

ズ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
生
活
リ
ズ
ム
の
中
で
も

基
本
と
な
る
の
が
早
寝
、
早
起

き
で
す
。
五
・六
歳
ま
で
は
、
夜

子
供
の
生
活
リ
ズ

ズ
ム
を
見
直
そ
う

の
睡
眠
は
九
時
間
以
上
の
雌
眠

が
と
れ
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

睡
眠
が
不
足
す
る
と
朝
の
回
党

め
が
悪
く
、
日
中

の
活
動
も
い

き
い
き
し
た
も
の
で
な
く
な
り

ま
す
。
睡
眠
時
間
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
と

っ
て
も
、
遅
{
授
、
遅
起
き

の
子
は
、
朝
か
ら
あ
く
び
を
し

た
り
、
食
欲
不
振
、
が
か
か
』
を

訴
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝

起
き
て
、
登
園
、
登
校
す
る
ま

で
の
時
聞
が
短
か
け
れ
ば
、
洗

顔
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
時
間

に
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
ま
す
。

家
族
で
取
り
組
ん
で

そ
れ
で
は
、
子
ど
も
を
早
寝
、

早
起
き
に
さ
せ
る
に
は
・

ωま
ず
、
大
人
が
手
本
。
大
人

か
ら
早
寝
、
早
起
き
を
。

ω朝
、
一
定
時
間
(
六
時
l
六

時
三
十
分
)
に
起
さ
る
こ
と
か

ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

ω昼
間
の
活
動
を
楽
し
く
充
実

さ
せ
て
。

ω幼
児
の
午
後
三
時
以
降
の
昼

寝
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

山
間
夜
、
入
浴
後
は
静
か
に
さ
せ

ま
4

了
し
ょ
、7
。

基
本
的
に
、
乳
幼
児
は
午
後

八
時

i
八
時
三
十
分
、
小
学
生

は
午
後
九
時
ま
で
に
は
寝
て
、

朝
は
六
時

i
六
時
三
十
分
に
は

自
然
に
起
き
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。
家
庭
の
事
情
も

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
話
し
合

っ
て
、
早
寝
、
早
起
き
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課

(内
線

1
3
7
9
)

一

お
父
?
ん

T
t

一

い
い
ん
マ
す

…

|

育
児
休
業
|

一

一

歳

ま

で

の
子
育
て
の
た
め
、
両
親
の

一
方

一
が
休
め
る
育
児
休
業
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

一
家
庭
は
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
人
格
形
成

一
の
場
で
す
。
親
が
と
も
に
協
力
し
、
子
ど
も
の
教

一
育
な
ど
に
あ
た
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。

一
ま
た
働
く
女
性
は
年
々
増
え
て
、
長
野
県
の

…
十
五
歳
以
上
の
女
性
の
う
ち
、
六
割
近
く
の
人

一
が
働
い

て
い
て
、
働
く
女
性
の
七
割
が
有
配
偶

一
者
で
す
。
上
田
市
の
調
査
で
は
、
「
職
業
を
も
ち
、

一
結
婚
や
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
る
方
が
よ
い
」

一
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
や
め
、
大
き
く
な
っ
た

一
ら
再
び
職
業
を
も
っ
方
が
よ
い
」
と
考
え
る
人

一
が
男
女
と
も
に
七
十
八
%
も
い
ま
す
。
女
性
就

一
労
者
の
多
く
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
、
働

一
き
続
け
た
い
と
願

っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
男
性

一
も
賛
成
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
ん
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
女
性
の
た
め

だ
け
で
は
な
い
法
の
成
立
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

来
年
四
月
か
ら
の
施
行
で
あ
り
、
従
業
員
三
十

人
以
下
の
事
業
所
は
適
用
が
三
年
間
猶
予
さ
れ

る
こ
と
、
休
業
中
の
所
得
保
障
や
違
反
事
業
所

へ
の
罰
則
も
な
く
、
実
行
に
は
事
業
主

の
理
解

や
労
働
組
合
の
監
視
に
ま
つ
し
か
な
い
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
女
性
だ
け
を
対
象
に
せ
ず
、
育

児
を
男
女
の
共
同
責
任
で
あ
る
と
う
た

っ
た
と

も
い
え
る
こ
の
法
律
の
意
義
は
大
き
な
も
の
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
早
く
定
着
さ
せ
、
制
度
の
充

実
、
広
が
り
を
希
望
し
た
い
も
の
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

厚
生
課

(内
線

1
6
0
7
)
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日
付
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
も
逆
効
果

食
品
に
対
す
る
新
鮮
志
向
が

一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
日
持
ち
の
す
る
加
工
食

品
に
ま
で
も
」
の
傾
向
が
強
ま
り
、

結
果
的
に
資
源
の
浪
費
、
ご
み

の
晴
加
、
商
品
の
コ
ス
ト
ア

ッ

プ
な
ど
の
問
題
が
生
じ
ま
す

こ
れ
は
、

賞
味
期
間
を
正
し
く
認
識

賞
味
期
間
に
つ
い

て
消
費
者
が
誤
ま

っ
た
認
識
を

持
つ
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

賞
味
期
間
と
は
あ
く
ま
で
も
、

そ
の
食
品
本
来
の
特
性
や
風
味

新
鮮
志
向
の

落
と
し
穴

が
保
た
れ
る
期
間
で
、

ー
に
よ
っ
て
は
こ
の
期
間
を
過

ぎ
て
も
、

一
・
五
倍
く
ら
い
の

期
間
は
食
べ
ら
れ
る
と
し
て

い

ま
す
。
し
か
し
、
賞
味
期
聞
か
過

ぎ
る
と
あ

っ
さ
り
捨
て
て
し
ま

メ

カ

う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

高
い
商
品
、
多
い
返
品

い
っ
ぽ
う
、
よ
り
新
し
い
も

の
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
消

費
者
心
理
が
あ
る
限
り
、
メ
ー

カ
ー
の
表
示
す
る
賞
味
期
間
よ

リ
納
入
刷
版
や
版
先
期
間
を
制

か
く
す
る
小
売
庖
が
で
て
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
新
鮮
さ
を
求
め

る
消
費
者
に
は
い
い
こ
と
の
よ

う
に
思
え
ま
す
が
、
生
産
コ
ス

ト
が
上
昇
し
、
高
い
商
品
と
な

っ
て
消
費
者
に
回
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
日
付
管
理
の
た
め
返
品

が
多
く
な
り
、
返
品
さ
れ
た
商

品
は
、
多
く
は
ご
み
と
し
て
処

分
さ
れ
ま
す
。

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
管
理
を

消
費
者
が
正
し
い
知
識
を
持

て
ば
、
無
用
の
新
鮮
志
向
は
影

を
ひ
そ
め
る
で
し
ょ
う
。
日
付

に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
管
理
が

ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
家
庭
で
捨
て

て
し
ま
う
主
婦
が
少
な
く
な
い

は
ず
で
す
。
世
か
さ
に
慣
れ
た

消
政
者
が
反
省
す
る
点
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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)
三
子

一
円

マ
プ
ロ

パ
ン
ふ
ろ
一
式
無
料
マ
ダ
ブ

…
ル
マ

ッ
ト
レ
ス
千
円
マ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

一
無
料

マ
食
卓
い
す
こ
脚

ご

脚
三
千
円
)

…
マ
茶
だ
ん

す

二

千
1
二
千
五
百
円

マ
学
習

一
机

(小
学
1
中
学
生
}
無
料

マ
バ
レ
ー
ポ

l

一
ル
シ
ュ
ー
ズ
(
女

-
n
HJ

千
1
二
千
円

マ

一
編
み
機
無
料
マ
和
文
タ
イ
プ
二
万
円

一
マ
三
面
鏡
三
千
同

一
ロ
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

一
マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

マ
ゆ
り
か
ご
マ

一
チ
ど
も
用
対
面
式
ブ
ラ
ン
コ
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ

一
ド

マ
チ
ど
も
服

{一

i
二
歳

・
男
)

マ

子

一
ど
も
服

(小
学
五
1
六
年

・
男
女
)

マ

マ
タ

一
ニ
テ
ィ
l

(夏
1
冬
物
)

マ
ワ
ー
プ
ロ

マ

一
屯
子
レ
ン
ジ

マ
扇
風
機
マ
エ
ン
ジ
ン
付
き

一
草
刈
り

マ
電
気
カ
ン

一
ナ
マ
エ
ア
コ
ン
(
六

一
畳
程
度
)

マ

ス
チ
|

一
ム
ア
イ
ロ
ン

マ
自
転

一
事
(大
人
用
、

H
・
M
-

一
四
イ
ン
チ
}

マ

パ

イ

一
ク

{
印

は
)

不
周
回
に
な
っ
疋
も
の
、
ほ

し
い
も
の
ガ
あ
り
ま
し
疋
ら

生
活
環
境
課
(
内
線
A
1
3
9

0
〉
へ
ご
連
絡
を
。
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「みんなのページ」は、市民の皆さんに参加

してい疋だくページです。決を参考に、 市役所

秘書課〈干386大手1-11-16、内線1112)ま

でどんどんご応募ください。

マイタウン提言〈詳細は次ページ〉、上田再発

見・ここガ怒き〈あな疋の好きな風景や場所)、

フォトなつかしの上回(昭和40年代までの町並

み、人々の暮らしなどの写真〉、わをしの夢 (21

世紀の上田市を描い疋夢のある小 ・中学生の作

文〉、なかまくサークル、グループの紹介〉

。)l

』
こ
が
好
?
⑬

回
吾
首
)

刊
一
面
和
一

V
土一

一

盟
「
|
」

・:・
今
月
の
テ
1

マ
;
:
:

こ
れ
か
ら
の
広
域

行
政
に
望
む

今
年
四
月
、
「
上
園
地
域
広
域
行
政

一

一
事
務
組
合
」

は
名
称
も
変
更
し
て
新

…

…
た
に
ス
タ
ー
ト
。
上
田

・
小
県
地
域

…

…
の
広
域
行
政
体
制
の
効
率
化
が
進
む

一

一
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
の

一

一
広
域
行
政

・
広
域
事
業
の
あ
り
方
に

一

一
つ
い
て
意
見
・
要
望
を
紹
介
し
ま
す
。
一

マイ

タウン

畠中俊哉三

(30歳・原町)

行
政
も
企
業
精
神
を

確
実
に
到
来
す
る
高
辿
交
通
網
の
時

代
で
す
が
、
利
便
性
の
裏
側
に
は
近
隣

他
県
と
の
競
争
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
上

小
や
東
借
地
区
が
他
の
地
域
に
負
け
な

い
た
め
に

L
、
ま
す
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

そ
れ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
.
弘
の
雌

史
や
文
化
風
土
を
生
か
し
、
共
通
し
て

行
え
る
事
業
を
数
多
く
持
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
の
顔
を
明
確
に
し
た
ほ
う

お話

林嘉蔵三

(79量産・下吉田)

信
仰
の
あ
ら
わ
れ
?

珍
し
い
「
鳴
石
」向

お

E

写
真
の
向
か
っ
て
左
側
が
夫
婦
道

祖
神
、
真
ん
中
の
ほ
こ
ら
が
天
神
様
、

布
側
が
泣
受
大
神
と
呼
ば
れ
て
い
る

ほ
こ
ら
で
す
。
天
神
様
と
型
受
大
神

の
間
に
横
た
わ

っ
て
い
る
布
が

「鴫

杭
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

石
に
は
金
属
持
で
あ
け
た
と
思
わ
れ

る
穴
が
あ
い
て
い
て
、
そ
れ
が
向
こ

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
広
域
行
政
を
担
当
推
進
す
る
か
た
が

た
に
は
、
一
つ
の
地
域
と
い
う
会
社
を

上
場
さ
せ
る
企
業
家
精
神
を
持
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

-‘ 
和田澄夫な

(27歳・鎌原)

上
田
市
は
広
減
の
玄
関

一
九
九
八
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の

長
野
川
開
催
が
決
定
し
、
い
よ
い
よ
上
回

市
で
も
念
願
の
高
速
交
通
網
の
早
期
乗

り
入
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
り
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
現
実
の
上
回
市
の
在
り

う
側
ま
で
貫
通
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ω

昔
か
ら
あ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
子
ど

日

も
の
こ
ろ
な
ん
か
は
、
石
の
穴
に
口

を
あ
て
て
笛
の
よ
う
に
吹
い
て
遊
ん

だ
り
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
時

代
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
神
に

祈
願
す
る
庶
民
の
風
習
だ
っ
た
そ
う

で
、
珍
し
い
石
で
す
よ
ね
。

こ
こ
ら
辺
は
、
近
く
に
県
道
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
で
、
交
通
量
が
激
減

し
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の

ほ
こ
ら
併
な
ど
は
、
よ
ほ
ど
注
窓
し

て
凡
て
い
な
い
と
分
か
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
で
も
毎
年
、
お
祭

り
だ
け
は
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
所
で
す
ね
。

7 広報うえ定3.7 



モ言>

方
で
は
単
な
る
通
過
都
市
と
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
不
安
が
少
な
く
な
い

こ
と

も
事
実
で
す
。

上
田
市
ひ
い
て
は
上
小
地
区
を
魅
力

あ
る
地
域
に
す
る
た
め
に
は
、
上
田
市

は
上
小
の
一
市
四
町
三
村
と
い
う
広
域

の
玄
関
口
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
今
ま

で
以
上
に
強
く
持
つ
、
}
と
が
ま
ず
不
可

欠
。
各
自
治
体
が
一
つ
の
長
期

4
業
を

共
有
し
て
推
進
し
た
な
ら
ば
、
す
ば
ら

し
い
も
の
が
生
み
出
せ
る
で
し
ょ
う
。

『
上
回
わ
っ
し

-
次
回
(
八
月

一
日
号
)
は

よ
い
に
ひ
と
言
」
で
す
。

今
年
も
七
月
二
十
七
日

ω、
上
回
わ

っ
し

ょ
い
が
市
内
目
抜
き
通
り
で
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
第
二
十
回
と
い
う
大
き
な
転
機
を
迎

え、

「
わ
っ
し
ょ
い

」
自
体
の
あ
り
方
が
い
ろ

い
ろ
論
議
を
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
。
そ

上
田
城
で
の
記
念
撮
影

(
昭
和
二
十
二
年
)

す
。
と
き
ど
き
、
公
民
館
を
利
用
す
る

の
で
す
が
、
そ
の
地
域
の
人
で
な
け
れ

ば
利
用
で
き
な
か
っ
た
り
、
子
ど
も
が

騒
ぐ
と
き
は
だ
め
と
か
、
け
つ
こ
う
閉

鎖
的
な
所
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

上
田
市
に
限
ら
ず
、
小
県
の
町
村
の

人
た
ち
も
気
軽
に
利
用
で
き
て
、

「あ
そ

こ
へ
行
く
と
楽
し
い
わ
」
と
思
え
る
よ

う
な
安
全
で
手
入
れ
の
さ
れ
た
公
園
、

雨
の
日
で
も
楽
し
め
る
児
童
館
の
よ
う

な
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

酒井悦子三

(35歳・踏入)

気
軽
な
公
園
を
多
く

二
歳
と
四
訟
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親

の
立
場
か
ら
ひ
と
言。

上
回
に
は
小
さ

い
子
ど
も
を
述
れ
て
楽
し
め
る
公
図
、

施
設
が
絶
対
的
に
足
り
な
い
と
思
い
ま

こ
で
、
企
画

・
述
背
方
法
な
ど

・
あ
な
た
の

意
見

・
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

投
和
、
屯
話
で
、
七
月
ト
三

日

ωま
で
に
秘
丹
課

(内
線

1
1
1
2
)
へ

お
願
い
し
ま
す
。
投
稿
の
場
合
は
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。
採
用

者
に
は

寸特
製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
。

縦四
は
ま
だ
泥
壁
だ
っ
た

篠
原
幸
子
容
ん

(
花
歳
・
北
天
神
町
)

L
ゅ
ん
て
ん
・
-

こ
れ
は
、
当
時
順
天
古
流
と
い
う
華
道
の
流

派
で
、
新
し
く
先
生
に
な
っ
た
人
た
ち
の
披
露

の
と
き
に
み
ん
な
で
搬
っ
た
写
真
で
す
。
上
回

城
の
南
栴
を
パ

ッ
ク
に
搬
り
ま
し
た
。

こ
の
と

き
は
、
ち
ょ
う
ど
南
北
の
棉
が
建
設
中
で
、
ま

だ
外
側
は
泥
壁
の
状
態
で
し
た
。
毎
年
春
と
秋

に
、
上
回
市
公
会
堂

(
現
市
民
会
館
)
で
お
華

の
会
を
や
っ
た
も
の
で
す
。
今
で
は
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
し
ま
っ
て
:・
。
懐
か
し

い
で
す
ね
。

修
学
旅
行
に
行
っ
た
と
き
、
電
車

や
モ
ノ

レ
ー
ル
の
釈
を
見
ま
し
た
。

上
田
駅
と
比
べ
る
と
、
き
れ
い
で
し

た
。
上
田
駅
は
、
ホ

i
ム
や
階
段
、

通
路
な
ど
、
薄
汚
れ
て
暗
い
感
じ
が

し
ま
す
。
そ
ん
な
上
回
駅
に
来
る
人

が
「楽
し
い
な
あ
」
「
き
れ
い
だ
な
あ
」

と
思
う
よ
う
な
駅
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
駅
だ
け

で
な
く
、
七
岡
市
全
体
が
き
れ
い
に

な
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

大
正
琴

あ
け
ぽ
の
会
宮
下
グ
ル
ー
プ

(
西
部
公
民
館
)

つひとつやっと覚えていくという

感じでしたが、着実に上達してい

ますねJ と語っていました。 3年

目というまだ若いグループですが、

まだ1人もやめた人がいないのが

特徴。現在、9月の発表会めざし

てがんばっています。

大正琴のグループで第1・3火

曜日の午後 1時30分から 4時30分

まで練習をしています。会貝は現

荘17人。鈴木安人先生の指導のも

とで、今は「君は心の襲だから」

という曲を練習中。

鈴木先生は「初めのころは、 一
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お知らせア・弓・カ・ル・ト

一般会計

EεI億円を補正
-福祉

1>ふれあいまちづくり事業に……………… 366万円

1>児童センター監備事業(新団地区)に

6月定例市議会ガ、6用4日から間19

日まで16日間の会期で開かれまし定。

舎回は平成3年度一般会計補正予算な

ど22議案ガ審議され、すべて可決・承

認されまし定。決まつ疋主な内容につ

いて紹介します。

. 8，640万円

-衛生

1>上田市医療問題研究委員会の設置に・….， 149万円

・土地改良事業

1>ほ場整備、j長道整備、水路改修などに

一H位2，159万円

圃
主
な
条
例
の
制
定
・
改
正

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
中

の
関
係
規
定
の
改
正
で
す
。

マ
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
開
設
さ
れ
た
新
田
公
園
を
都
市
公
国

と
し
て
設
置
す
る
た
め
の
条
例
中
の
関
係
規
定

の
改
正
で
す
。

圃
意
見
書

次
の
意
見
窓
口
が
、
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ

ま
A
F
lし
れ
九
。

マ
農
業
の
基
本
政
策
に
関
す
る
意
見
書

-道路など

1>リサーチバーク関連道路、高速道関連道路の整備、

市道の改良、歩道整備、河川の整備などに

.. .5f意432万円

1>歴史の散歩道(上田高校南~上田駅)の整備に

. 3，000万円
げん r:f

1>玄蕃山公園、御所公固め用地取得に

. 9，800万円

-教育

1>教育相談所(旧ときわ保育問)の運営に……54万円

1>生涯学習の振興に…………・……・……….440万円

・農業集落排水施設整備事業・…・・………2億1，326万円

・下水道整備事業………ー………………1億2，248万円

6月市議会で決まった3年度予算

'補正予算額 |予葬総額

|2億9，904万3千円 I278億3，516万円

6憶2，847万円 I 139憶 1，148万千円

一
人
ひ
と
り
が
補
導

委
員
の
つ
も
り
で
・
:

7
月
は
I
l
i
l
i
--

w
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
u

で
す

f

広報うえだ3.7. (12) 7 

ー
青
少
年
謀
(
内
線

1
7
3
2
)
|

補
導
委
員
の
記
録
か
ら

・

『
街
頭
補
導
で
巡
回
し
た
あ
る
屈

の
オ
ー
ナ
ー
の
話
が
印
象
深
く
、
世

の
親
の
中
に
こ
ん
な
親
が
い
る
の
か

と
憤
慨
し
た
。

こ
の
庖
は
年
間
百
万
円
ぐ
ら
い
万

引
き
れ
、
そ
れ
は
中

・
高
校
生
が
主

だ
と
の
こ
と
。
親
に
連
絡
し
て
も
、

お
金
を
支
払
え
ば
よ
い
と
か
、
品
物

を
返
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
と
言
う
親
が

多
い
と
い
う
。

こ
れ
で
は
良
い
子
が

育
つ
は
ず
が
な
い
と
思
っ
た
』

-

『
あ
る
大
型
庖
の
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
ざ
っ
と
三
十
人
前
後
の
人

影
が
見
え
た
。
自
に
つ
い
た
中
学
生

ら
し
い
三
人
に
「
中
学
生
?
」
と
聞

い
て
も
何
も
言
わ
な
い
。「
時
間
と
お

金
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
」
と
言

っ
て
離
れ
よ
う
と
し
た
ら
、

「
い
ち
い

ち
干
渉
す
る
な
よ
」
と
い
う
答
え
が

背
中
に
返
っ
て
き
た
』

-

『
あ
る
大
型
庖
へ
向
か
う
途
中
で
、

喫
茶
庖
の
階
段
に
腰
を
お
ろ
し
て
喫

煙
し
て
い
る
女
の
子
を
見
つ
け
注
意

し
た
:・
。
実
は
本
人
も
寸
や
め
た
いヘ
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V
い
編
-
を

お
祈
り
し
ま
す

望
月
山
町
代

市
川
初
代

森
田
ミ
サ
代

水
出
ま
つ
い

じ
昼
志
叫
川

地
沢
沌
太

目

下

型

小
州
場
孝

小
林
信
一

正
村
義
雄

細
谷
志
ん

〈
五
月
届
け
出
分
・叡
都
略
〉

小
坂
作
美
智
夫
千
曲
町

別

相
沢

一

誠
J
形

加

松

下

た

つ

い

下

古

田

邸

水

沢

以

良

一

稲

田

回

東

山

春

夫

矢

沢

臼

坂

田

八

千

代

柳

沢

ω

新たにl04haが

円.
弐刷L

長欠・ 1 1 1 凹ド，ìl~ 新木川 新
$tr常訪 i立問

品沢口町出 Jf~ 出町 |町 田

「平 1~:4l供用になりました
80 80 62 43 83 72 93 77 70 78 82 

平
成
三
年
度
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
域
が
七
月
一
日
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
告
示
さ
れ
た
主
な
地

区
は
、
上
塩
尻
ポ
ン
プ
場
の
稼
動
に

伴
い
、
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
秋
和
・

上
塩
尻
地
区
の

一
部
で
、
九

O
M
で

す
。ま

た
、
平
成
三
年
度
か
ら
受
館
者

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
第
四
期

区
域
で
も
、

2
M
が
供
用
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
供

用
開
始
の
告
示
さ
れ
た
区
域
の
図
耐

な
ど
は
、
市
役
所
二
階

・
下
水
道
諜

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

下
水
道
法
で
は
、
供
用
を
開
始
し

た
日
か
ら
三
年
以
内
仁
、
く
み
取
り

式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
台
所
、
ふ
ろ
、
洗
面
所
か

ら
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ

干
場
必
校
北
天
神
町

引

中
曽
根
と
よ
神
科
新
屋

m

k
n
野

喜

代

下

紺

屋

町

ω

阿

部

秋

子

学

海

南

別

佐
藤
月
，
bs

上

塩

尻

印

塩

人

今

朝

危

平

作

寺

祁

三
井
絵
美

f

也

塚

口

依
出
壮
三

鍛
冶
町
刊
問

中

川

正

八

御

所

叩

矢
品
宇
美
子
下
之
郷

ω

及
木
か
づ

上
川
原
柳
町

肝

三
浦
竹
子

手
塚
博
行

塚
田
れ
雌

中
村
好
邦

加
縦

一
太

小川
H

似
梓
川
町

平
林
存
肋

古
円
越
は
る

工
藤
広
平

古
平
勘
次
郎

林

丘

次

り
六
か
月
以
内
に
公
共
下
水
道
に
排

除
す
る
た
め
の
設
備
を
新
設
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
公
共
下
水
道
事
業
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
、

快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
公
共
事
業

で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

建
設
工
事
に
ご
協
力
を

校
一
域
の
拡
大
に
伴
い
、
平
成
三
年

度
は
、
本
管
の
挫
設
工
ぃ
俗
世
で
約

一

二
億
円
を
川
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
事
に
伴
い
、
関
係
地

区
の
皆
さ
ん
に
は
、
通
行
止
め
、
路

線
パ
ス
の
う
か
い
な
ど
、
た
い
へ
ん

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
工
事
な
ど
の
臼
程

に
つ
い
て
は
、
自
治
会
な
ど
を
通
じ

て
ご
連
絡
し
ま
す
。

下
村山下紺岩新五県大神大
木 M 久
町口組町門はl加坪 i米畑屋

81 81 81 83 81 72 80 15 90 13 82 

滝

沢

暢

川

辺

町

臼

堀

内

は

つ

い

伊

勢

山

侃

桑

原

タ

メ

合

升

m山

市

総

淳

山

口

町

村

山

広

道

下

之

郷

η

悩

沢

昭

ヂ

制

回

日

吉

井

同

市

付

与

合

升

路

一
稲
田
百
合
子
塩
田
新
町

日

小

林

崎

男

中

常

閉

口

西

山

由

美

子

八

木

沢

凶

村

田

ふ

み

よ

原

町

別

J や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、

な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
L

と
苦
し

い
思
い
を
訴
え
も
し
た
。
今
日
の
話

が
、
更
な
る
自
己
規
制
に
一
石
を
投

じ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
』

以
上
は
、
少
年
非
行
の
朱
然
防
止

を
目
的
に
、
市
街
地
な
ど
の
街
頭
補

導
や
環
境
浄
化
活
動
を
お
願
い
し
て

い
る
少
年
補
導
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
情
報
の

一
部
で
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
の
中
に
は
、
術
部

活
動
の
際
の
驚
き
ゃ
と
ま
ど
い
の
声
、

自
ら
の
仕
事
の
大
切
さ
、
雌
し
さ
な

ど
の
感
想
が
多
く
けん
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
動
向
に
自
を

今
月
は

「青
少
年
を
非
行
か
ら
守

る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
が
、
こ
れ

を
機
会
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
補
導
委
員
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
動
向
に
自
を
向
け
、
問
題
発
生

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
谷
理
恵

桜

井

亮

作

掛

理

嵐
沢
純
術

金
井
正

一

小
山
秀

f

小
崎
叫
司

村
田
雄
行

小
添
き
く
子

羽
田
文
平

小
田
中
光
雄

広報うえだ3.7.

塩
田
新
町

J
q

牧

五

加
五

加

国

分

b
r
u
h
r
n
n
口

I司

Art-L

緑
が
丘
四

日

以

内

削

4
2
〈

t
・n

'4レ
，
.
E也

上
常
田

院

内

86 80 69 87 59 42 83 74 83 53 16 
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園

東

部

保

育

園

…

す

が

こ

の

一
時
保
育
に
つ
い
て
も

…
圃
老

齢

福

松

年

金

な

と

…
・

部

落

差

別

を

怒

く

守

・

…
同
様
に
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

…
・

・

園

保

育

時

間

廷

畏

…

l
i
l
--
J
|
|十

l
i
d
-
-申立
書

な

ど

の

提

出

…

圃

市

民

大

行

動

!

一
一
E
Z
E

事
司
勺
寺
司

一三歳

一三
歳
一
・

一

東
部
保
育
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
午

…
「
同
川
M
け
い
同
川
|
「
除
晴
同
「
い
比
同
一

一

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
の
あ
る

…

部
落
差
別
の
撤
廃
を
願
い
、
第
十

後
六
時
ま
で
の
延
長
保
育
を
行

っ
て

二

号
八
待
川
時
三
十
分

一

一

一…

人
に

「公
的
年
金
受
給
状
況
等
申
立

…
六
回
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行

き
ま
し
た
が
、
七
月
か
ら
平
日
に
限

…
一午後

・
四
時
三
十
分
ム
三
十
分

一三十
分

一…

書
」
の
往
復
は
が
き
を
送
り
ま
す
。

…
動
を
行
い
ま
す
。
同
和
問
題
に
対
す

一

七
時
三
十
分

一
に
つ
き

一
に
つ
き

一
・

院

…

り
、
午
後
七
時
三
十
分
ま
で
保
育
時

…
一
ヘ
土
曜
日
一
一
!
-ぺ

一
川
十
『

一
，M
十円
一…

七
月
十
九
日
掛
ま
て
に
返
送
し
て
く
い
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
、

聞
を
延
長
し
ま
す
。

…
二
午
後
零
時
=
ょ
っ
け
一

一

一

一
…
だ
さ
い
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
(旧

…
差
別
の
な
い
、
明
る
く
住
み
よ
い
上

-
r

1

三時』

一

一

一

ま
た
東
部
保
育
園
で
は
、
不
定
期
…
「
l
i
l
-
-
ド
トI
l
l-「
|
|

L

…
障
害
福
祉
年
金
)
の
受
給
権
の
あ
る

…
田
市
を
つ
く
る
た
め
、
多
く
の
皆
さ

な
就
労
や
、
病
気
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

…
マ
問
い
合
わ
せ

東
部
保
育
園

(
⑫

…
人
は
「国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
)
…
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
理
由
に
よ
っ
て
緊
急
一
時
的
に
保

…
3
0
9
6
)、
児
童
保
育
課

(内
線
1

…
を
七
月
三
十
一
日
制
ま
で
に
国
保
年
…

マ
と
き

七
月
十
二
日
掛
午
後
一

育
が
で
き
な
い
乳
幼
児
を
預
か
り
ま

…
6
3
4
)

…
金
課

(1
3
6
6
)
へ
提
出
を
。

…
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館

E
E
Z
E
S
E
E書
E
E
E
E
E
Z
E
E
-
E
E
E量一

マ
問
い
合
わ
せ

同
和
対
策
課
(内

題
の
受
付
窓
口
で
す
。
公
害
問
題
で
お
困
り
の

…
線
1
6
4
2
)

か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
害
防
止

い

の
指
導
の
た
め
、
公
害
防
止
指
導
員
な
ど
が
訪

…
園

上

田

駅

公

衆

便

所

問
し
た
場
合
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃

今
回
、
公
害
防
止
指
導
員
に
な
ら
れ
る
か
た

…
・

一

時

移

転

し

ま

守

は
次
の
と
お
り
で
す
よ
敬
称
略

・
任
期
は
平
成

…

J

R
上
田
駅
構
内
自
由
通
路
建
設

三
年
四
月

一
日
1
平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
)

…
工
事
に
伴
っ
て
、
七
月

一
臼
か
ら
十

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
8
…
一
月
三
十
日
ま
で
の
問
、
公
衆
便
所

9
)

…
が
現
在
地
か
ら
、
駅
東
側
駐
率
場
入

…
口
わ
き
に
移
転
し
ま
す
。
十
二
月
に

一
は
現
在
地
付
近
に
新
設
さ
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

都
市
開
発
課

(内

…
線
1
5
7
2
)

通信講座受講生を募集
箇消費生活ホーム誘座

t>申し込み 7月20日ωまでに上回消費生

活センター(fi'@85 1 7 )へ

鴎物価通信講座

t>申 し込み 7月20日仕)までに県庁生活環

境部県民生活課 (宮0262@O1 1 1へ)

・問い合わせ 生活環境課 (内線 13 9 0 ) 

電
子
工
業
巡
回
パ

λ

ご
利
用
(
だ

7
い
/
.

・
問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務
所

商
工
課
〈
怨
@
1
2
6
0〉

公害のご相談は・・・

公害防止指導員

へどうぞ ff

わ
た
し
た
ち
の
健
康
や
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
各
種
の
公
害
法
令
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の

法
令
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
や
規
制
基
準
以

下
の
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
と
未
然
防
止
の
た
め
、

市
で
は
各
地
区
に
公
害
防
止
指
導
員
を
委
嘱
し
、

公
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
と
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
公
害
防
止
指
導
員
は
、
他
区
内
の
公
害
問

上岡市公害防止指導員名簿

地 区 氏 名 電話 自治会

• 宮事
荻久保量産衡 22-8078 下 常 国

下谷弘和 24・2415 常入

南 宮容 高機正太 22・7186 泉 平

中 失 古畑時主主 22-0470 海 野 町

~t 部
中村主主途 23・1860 鍛冶 町

細谷津男 24・4060 愛 宕 町

西 部
中 沢郁 夫 23-2487 議訪吉5

高橋一己 22-8915 新屋

域 下
西 沢長夫 27・8569 中之 条

松橋武雄 23・2451 中 村

li 尻
宮崎一郎 27-3088 秋和

高桑義一 24-5140 上出量尻

小池清事 24・1864 よ 田 原

川辺 ・泉図
春原 章 23-1738 祭 地

松沢 和 27-5420 川 辺町

石井豊吉 22-4828 キ富 回

神 )11 
竹内一郎 24・8586 よ 沢

高島利男 35・0239 大 屋

加緩太一 27-2268 染 屋

衿 科 梅木 • 24・7370 西 野 竹

綿谷語学 一 24-8882 富士見台

山崎憲彦 35-2056 小 井 閏

隻 殿 坂口光利 27-3998 矢 沢

中沢悦雄 27・1241 長 入

宮林忠良 38・3640 上 本 郷
中 t墨田

小林昭兵 38-4033 保野

東 li 回
宮川行雄 38・3079 石 衿 |

直 井 玄 38・6308 鈴 子 !

小平袈裟勇 38・3648 奈 良 尾
富 士山

峰村長日男 38-5850 中組

理事原道仁 38帽 5454 東前 山
西 I星回

山極利克 38・6768 話童図新町

.!iIJ E再 竹内微量量 38-6885 よ 手 l

泉 志摩武. 25-1988 泉

浦 里 斎Ki ~利 31・2157 仁 吉田

賀
久保田定治 31・2377 下 室 賀

室
近疎久雄 31-2734 上 室賀

上 小漁協 合業務経 27・0270 上 田 原

六 ケ村纏 原 i青春 22・8292 倉 升

t時網 用 水 問中冗太郎 24-2911 秋 和
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十計
量
療
語
コ
ン
ク
ー
ル

一

一
入
選
者
ガ
決
ま
り
ま
し
た

一

-
商
工
課
(
内
線
1
4
0
6〉

計
量
制
度
百
周
年
記
念
事
業
の

一

環
と
し
て
行
っ
た
、
小
中
学
生
に
よ

る
計
畳
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
次
の
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

〈
小
学
生
の
部
〉

-
最
優
秀
賞

お
じ
さ
ん
の
は
か
り

を
信
じ
る
ぼ
く
の
買
い
物

成
沢
直
樹
(
西
小
五
年
)

園

母

・

父

と

子

d
m
集

ν
…
ず
予
約
を
。
①
谷
浜
H
H

「飯
阻
屋
」

…
八
日
…附

(民
泊
は
六
日
、
七
日
)
マ
…

圃
市

A
m
収
納
代
理

圃

(8
0
2
5
5
⑬
2
1
0
1
)
②
能

…
募
集
世
帯
数

若
干

マ
申
し
込
み
…

圃

圃

ア

月

目

白

に

開

催

…

生

1
「
ま
る
き
ゅ
う
」
(包
0
2
5
5
…

七
月
八
回
聞
か
ら
同
十
五
日
開
ま

…
国
金

融

機

関

が

追

加

マ
と
き

七
月
二
十

一
日
倒

マ
…

⑮
2
8
8
2
)
③
鯨
波

l
「
ニ
デ
|

…
で
に
青
少
年
諜
(内
線
1
7
3
2
)
へ

…

上
田
市
農
業
協
同
組
合
秋
和
支
所

と
こ
ろ

妙
高
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ン

…
ハ
ワ
イ
」
(8
0
2
5
7
⑫
6
4
5
6
)
…

…

(
上
田
市
大
字
秋
和
四
八
二
|
六
)

ド

マ
対
象

母
子

・
父
子
家
庭
の

…
マ
そ
の
他

利
用
券
も
配
布
し
ま
す
。
…
圏

全

国

一

-

斉

に

事

業

R
…
が
七
月
一
日
開
に
開
設
さ
れ
、
市
の

皆
さ
ん

マ
費
用

小
学
生
以
下
千

…
マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(内

…
圃

.F

…
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
公
金
の

円
、
中
学
生
以
上
千
二
百
円

(昼
食

…
線
1
3
9
0
)

…
闇

統

計

調

査

を

実

施

…

取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

代
を
含
む
)
マ
申
し
込
み

児
童
保

…

ぃ

七
月
一
日
現
在
で
全
国

一
斉
に

…
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

育
課
ま
た
は
母
子
~
・
紘
一
時
福
祉
会
役
員

…
回

訪

問

看

護

指

導

…

事
業
所
統
計
調
査
と
商
業
統
計
調
査

…
マ
問
い
合
わ
せ

上
田
市
農
業
協
同

ね
一
一
を

M
れ

れ

引

内

日

ぃ
…

-

従

事

者

認

定

講

習

…

M
d川
町
川

γ叩
均
一
一
一
一
同
日

…
組
合
秋
和
支
所

(
宮
⑫
1
9
3
0
)

3
6
)

…
マ
と
き

九
月
中
・
の
十
日
間

(午

…
対
象
と
し
、
商
業
統
計
調
査
は
、
我

…
.圃

一

薬

草

に

親

し

む

会

…
前
九
時
1
午
後
四
時
)
マ
と
ニ
ろ
…

が
国
の
す
べ
て
の
却
売

・
小
売
業
の

…
圃

圃

…
国
立
東
信
病
院
上
回
保
健
所
、
老

…
事
業
所

(樹
脂
)
が
対
象
で
す
。

…
圃

ご

参

加

く

だ

ウ

V

圃

谷

浜

・

能

生

・

鯨

渡

.

圃

…
人
ホ

l
ム

マ
対
象

次
の
条
件
を

…
・
長
野
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
…
マ
と
き

七
月
二
十
八
日
制
午
前

回

『
海
品
川
家
』
へ
ど
う
玲
…

満
た
す
入
。
①
保
健
婦
、
助
産
婦
、

…

作

品

を

募

集

し

ま

す

…

十
時
三
十
分
1
午
後
三
時

マ
と
こ

マ
期
間

七
月
一
日
開
i
八
月
三

…
看
護
婦
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
②

…
マ
応
募
資
格

小
学
三
年
生
以
下

…
ろ

県
菅
平
薬
草
栽
培
試
験
地
(
現

十

一
日

ω
(鯨
波
は
八
月
二
十
日

ω
)…
六
十
五
歳
以
下
③
在
宅
訪
問
活
動
に

…
i
一
般
ま
で
五
部
門
ほ
か

マ
締
め
…

地
集
合
)

マ
参
加
費

無
料

マ

マ
申
し
込
み

次
の
と
こ
ろ
へ
必

…
従
事
、
ま
た
は
将
来
希
望
す
る
人
④

…
切
り

八
月
二
十
三
日
掛

マ
聞
い
…
問
い
合
わ
せ

よ
田
薬
剤
師
会

(
宮

全
日
程
に
出
席
で
き
る
人
⑤
心
身
と

…
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係

(内
線
l

…
⑫
6
1
3
0
)

も
に
健
康
な
人

マ
受
講
料

無
料

…
2
2
6
)

(資
料
代
二
千
円
な
ど
が
必
要
)
マ

…

…

訂
正
お
わ
び

申
し
込
み

七
月
十
五
日

ωま
で
に

…
圃

個

人

住

宅

建

設

資

金

…

六
月
一
日
号
の
九
ペ
ー
ジ
、
「催
し

偶
健
予
防
課

(内
線
1
3
7
6
)
へ

…
・

…
ガ
イ
ド
」
中
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

-

お

貸

し

し

ま

苛

…

マ

市

民

会

館

「
6
月
幻
自

制

第

四

外

国

人

青

年

め

…

マ

対

象

市
内
に
住
む
か
、
勤
務

…
日
回
i
臼
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏

圃

…
す
る
人

(所
得
な
ど
の
条
件
あ
り
)

…
会
無
料
」
を

「有
料
」

園

受

け

入

れ

家

庭

募

集

…

マ

貸

付

金

額

五
十
万
円
以
上
二
百

…

ま
た
、

一八
月
一
日
号

r十
三
ぺ

l

友
愛
青
年
連
盟
が
実
施
し
て
い
る

…
万
円
以
下

マ
貸
付
利
率

年
六

・…

ジ
「
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
」

国
際
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
、
香

…
七
%

マ
返
済
十
五
年
以
内

マ
…
中
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

港
の
青
年
が
上
田
市
を
訪
れ
ま
す
が
、

…
申
込
期
間

八
月
二
十
日
ま
で

マ
…

て
お
わ
び
し
ま
す
。

こ
の
民
泊
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

…
問
い
合
わ
せ

管
理
課
(
内
線
1
5
…
マ
「
平
林
保

子

蛇

沢

マ
訪
問
期
間
八
月
五
日
間
i
同

…
0
4
)

'-

-
優
秀
賞
マ
正
し
い
計
量
お
庖
の

信
用
松
本
品
子

(塩
尻
小
六
年
)

マ
お
ち
つ
い
て
し
っ
か
り
見
ょ
う
ひ

と
め
も
り内

河
正
誠

(城
下
小
六
年
)

〈
中
学
生
の
部
〉

-
最
優
秀
賞
計
置
は
ゆ
た
か
な
く

ら
し
の
は
か
り
も
の

田
中
恵
久
美

(六
中
二
年
)

・
優
秀
賞
マ
正
し
い
計
量
社
会
の

信
頼

小
林

茂

(六
中
一
年
)

マ
計
量
は
い
つ
も
み
ん
な
の
心
の
め

や

す

回

中

沙

織

(六
中
一
年
)

¥ 

、
h、
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工
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〆
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)真均一が〆生コ
! /グ皆さんを待って いますョ 長

j / 
! t>とき 7月31日附、 8月1日側、同 2日制。午後 二三人! ?時-9時 bところ 上山間望遠室プラ zi 

ネタリウム t>参加費 無料 b定員 40人 (親子同 -:::1 
i 伴で) t>その他 ①雨天、曇天の場合も行います。 三三/
i ②創造館までパスが巡回します。お近くの集合場所に 事

時間までに集まってください(下記)0 t>申し込み 〈ご c

企画課(内総1224)へ。 7月10附午前10時川電話 列
で受け付けます。 来且

------.，6.. 

~-
0) 
~ 

(⑧ -...-;〆~僕符) 
~戸...­

でで‘ 

~ 
す
~ 

|パス巡回コース |

t>7月31日令1<)

巨亙亙訂(17: 20)寸閲分考資料館 I(17: 40)→直亙亙亙

改善センター1(18 :ω)→!神科Aコープ 1(18:05)→I ~t/J豆一

豆 J(18:20)→i猛尻小学校 1(18:35)→団亙亙記(18: 50) 

t>8月 |日(鉛

|三州西友 1(17: 20)→|第六中学校 1(17:35)→I JlIi!9霊百
(17 : 45)→巨盛夏日(18:00)→|西刷小学校 108:15)→直亙

豆函(18:25)→|叫 足J:h神社 1(18:35)→国主亙担(18:50)

※帰りは、両日とも逆コースとなります。 I

しここfftJ2?のかた州肘L J 

市
政
テ
レ
ビ
番
組
「
ふ
れ
あ
い
上
田
」

7 
月

信 ~(Q)
5F日
以②
送
(午
S 後
B 3 
C 時

モi

今
回
は

「
地
域
に
溶
げ
込
む

1
陶
芸
家
・

工
芸
家
た
ち
の
横
顔
」

(
仮
題
)

点

字

図

書

館

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
自
の

不
自
由
な
人
に
無
料
で
点
字
図
書
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
点
字
図
書
は

点
字
奉
仕
者
の
労
力
を
得
て
つ
く
ら

れ
、
点
字
郵
便
に
よ
り
圏
内
は
も
ち

ろ
ん
、
外
国
の
家
庭
ま
で
送
っ
て
い

ま
す
。
蔵
書
数
は
三
万
九
千
八
百
九

冊

(タ
イ
ト
ル
数
六
千
八
百
十
四
)。

一
日
平
均
約
四
十
三
冊
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。

〈
メ
モ
〉

開
館
時
間
は
、
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
休
館

日
は
、
日
曜
日

・
祝
日
、
第
二

・
四

土
昭
B
、
年
末
年
始

マ
問
い
合
わ
せ

点
字
図
書
館
(
宮

⑫
1
9
7
5
)
 

¥

/

・
夏
は
や
っ
ぱ
り
ビ
ー
ル

集

記
J

が
う
ま
い
。
暑
い
と
き
に

編

後

」
飲
む
一
杯
は
、
ま
た
格
別

/

¥

だ

。「
こ
の
一
杯
の
た
め
に

生
き
て
る
ん
だ
よ
な
ァ
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
く
る
(
お
お
げ
さ
で

す
ね
)。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
編
集

が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も

確
か
な
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
さ
に

H

楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
。
の
心
境
。
や

っ
ぱ
り

ρ

よ
く
働
き
、
よ
く
遊
ぶ
。

と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
な
よ
う
で
以

外
と
難
し
い
。

(

に
し
ざ
わ
)

• • 

(16] 

全国的にも有名。図書館の北側
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仁コ働く婦文言芸

-
表
紙
の
写
真
撮
影
で
、
先
月
十
五

日
、
小
県
郡
の
各
町
村
を
飛
び
回
っ

た
。
地
図
で
見
る
よ
り
、

実
際
は
広

い
。
ま
ず
は
、
真
田
町
か
ら
東
部
町

、

こ
れ
で
半
日
。
お
畳
は
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
で
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
大
盛
り
。

バ
ン
ド
を
締
め
直
し
て
、
青
木
村、

そ
し
て
塩
田
平
を
駆
け
抜
け
、
丸
子

町
、
長
門
町
、
武
石
村
、
和
田
村

へ

と
:・
。
「
ふ
|
っ
、
や
っ
ぱ
り
広
i

い
」
。
谷
か
ら
谷
へ
の
横
断
が
多
か
っ

た
け
れ
ど
、
改
め
て
「
上
小
は
一
つ
」

の
よ
う
な
気
が
し
た
。
(
せ
ま
)
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